看護連絡会議　議事録　　　　　　　　　千葉C.O.O印

実施日　　平成22年9月20日（月）　　　　　　　　　　　　　　（第22回）

時　間　　14:00～15:30                                     司会者:東　和弘
場　所　　病院2F会議室                                    記録者:飯野　静香
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＜グループ活動報告＞

東病棟：・持参薬鑑別及び再分包依頼書・他科受診票利用基準手順

→コメント事項の修正を行い、提出している。

・定期薬変更後の対応の基準手順

→決済⇒本日管理者へ再度説明、以後現場で実施⇒14日～各現場で運用

・隔離拘束基準手順の見直し作業→13日AM川端医師との確認作業

⇒修正実施し、27日提出確認作業

・データベース修正企画書提出（16日）

・15日、医療観察法病棟に学ぶ治療プログラムの実際）研修参加→報告書提出

・13日、22年度クリスマス会に向けての話し合い（1回目）

西病棟：・疾病教室の企画書１回目提出し、追加記載・修正指示あり再提出済み。

・医療観察法病棟に学ぶ治療プログラム実践のポイント（9/15）参加⇒報告書提出

・インフルエンザ予防接種　患者様・家族・主治医へ接種意向調査中 

北病棟：・松橋ＪＧＭ　人材育成にて救急対応研修講師(9/20)

・病院見学実習対応（9/19）

南病棟：・学術抄録提出

・中間サマリー・二軸評価　全患者終了

・荻原CW　傷病原因報告書（2）、退職願提出

外　来：・谷藤：9/30（木）で退職

⇒G内行事のもちつき、G内事業の疎遠家族の担当者変更必要

通　所：・青陽館　秋祭り　企画書　決裁

・施設巡視報告書　決裁

＜グループ活動＞

○教育研修

・教育研修　　～上口NSの伝達講習を計画予定。

・グループ研修～9/30.10/1予定　宮澤NS（看護初級・中級・介護）

9/30　　　高橋SGM　（看護上級）

・管理者研修　～10/ 　  事例　北、司会　西、記録　南

＜AOMから報告＞
・防災・被災訓練の次回実施日について

10/1（金）　13：00～避難袋

13：30～消火器

14：30～消火栓

再度、訓練参加に伴う人員調整等をお願いします。

・ものわすれ外来について

毎週月曜日、担当医は院長、予約制にて実施しています。

・インフルエンザならびに感染対策に関しての研修講師について

教育委員会よりインフルエンザならびに感染対策に関しての講師依頼が、感染対策委員会に来ています。研修講師に関しては、毎度委員長が行なっていても、委員皆さんの知識・技術や意識の向上にもつながって行きませんので、委員長をはじめとして各部署のSGMとも協議し、講師の選定をしていくこととしますので、指名時は、よろ

しくお願いします。
・中間ヒアリングについて

10月4日：委員会、10月11日：部署　の日程です。各G準備をお願いします。

＜検討事項＞

○SGM1名の退職によるG内事業担当者振り分け

9月30日をもって、外来SGMが退職となる

・G内行事のもちつき：谷藤SGM⇒佐々木SGM・藤原JGM

・G内事業の疎遠家族：谷藤SGM⇒松橋JGM
○エンゼルセット

エンゼルセットのアズールをはさんでの管理をやめていきたい（新しい管理の方法）方向について、昨年の8月にはアズールの岩渕さんから医事の梅舘SGMには話はしていたとのこと。村井TOLにも情報提供はされていたとのこと。病棟側にはその件について情報提供がなく、把握できていない状況にあった。
そのこともあり、エンゼルセット管理はアズールの位置づけで、病棟からアズールに持っていったとのこと（現在は南病棟に未使用のものが１つあるのみ）。

南山苑と病院の管理は異なり、南山苑はアズールが管理していないとのことで、管理方法の見直しも依頼したいとの事。

○検査結果の添付方法について

検査結果の添付方法について、ご意見願いたい。
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⇒①生化学、②血液検査、その他③～④の検査のシートを別々に作成する。患者様個々人により検査の頻度は異なるため、1枚のシートに添付できるだけ検査結果を添付し、過去データを1枚から多く確認が出来るようにする。
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